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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（大金市美君） ただいまの出席議員は14名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（大金市美君） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付したとおりであります

ので、ごらん願います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（大金市美君） 日程第１、一般質問を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 佐 藤 信 親 君 

○議長（大金市美君） ４番、佐藤信親君の質問を許可いたします。 

  佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 通告書に基づきまして質問させていただきます。 

  去る平成27年７月19日、新庁舎建設に関わる要望書が那珂川町民有志から集めた署名

1,247名分を町長に提出いたしたところであります。今回の署名活動は、住民が主体となり、

限られた人員、時間内で町内約800戸の訪問署名を集めた結果であります。これは暑いさな

か、汗と足で集めた署名であります。このような住民運動が行われたことは、従来の行政主

導型から住民主導型への変遷として、住民参加の協働のまちづくりにも大きな動きとなるの
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ではないかと考えております。そこで考える会の次の要望事項について、執行者としての考

えをお伺いしたいと思います。 

  １つ、新庁舎の位置の見直しについてであります。昨日、益子議員がこのような関係で質

問しておりますが、お願いいたします。 

  （２）といたしまして、建設費用を抑え、庁舎の規模を適正にし、支所機能を充実させる

こと。 

  ３番目といたしまして、建設財源は基金を主財源とし、極力合併特例債等の借金を抑える

こと。 

  ４番目といたしまして、八溝材を活用した全面的な木造建築とすること。これについても、

昨日、益子議員の質問に答弁されているところでありますが、また再度よろしくお願いした

いと思います。 

  ５番目の建設請負は町内企業を主体とすること。これもかぶっておりますが、よろしくお

願いしたいと思います。 

  大きな２番目といたしまして、事務執行体制の強化に向けた取り組みについてでございま

す。 

  特別会計事業の消費税未納及び延滞金の納付について、臨時議会が招集され、可決され、

その原因については消費税法・関係法令の認識不足によるもので、今後、チェック体制の強

化を図り、再発防止に努めたいという町長の答弁がありました。 

  その責任は誰がどのようにとるのか。また、今後、再発防止に向けた取り組みはどのよう

に行うのかについてお伺いしたいというふうに思います。 

  その１つといたしまして、責任の所在ととり方について。 

  ２番目といたしまして、今後の再発防止策と職員教育についてお伺いいたします。 

  大きな３つ目、町道新宿（しんじゅく）3171号線について。 

  本線は発掘調査により貴重な遺構が確認されたため、道路整備が中断となり、十数年が経

過している。そのために農作業及び雨天時の浸水等により、不便が生じているところであり

ます。以前の一般質問において、砂利等を入れ応急処置を施すとのことでありましたが、い

まだに何らの対応もされていない点も踏まえて今回お伺いいたします。 

  １つ目として、応急処置を講じる考えはあるか。 

  また、２番目といたしまして、新宿線と吉田観音後線を接続するような路線変更をすべき

ではないかというふうに考えておりますので、その点についてお伺いして、１回目の質問と



－71－ 

させていただきます。 

○議長（大金市美君） 町長。 

〔町長 福島泰夫君登壇〕 

○町長（福島泰夫君） おはようございます。私から佐藤議員の１項目、新庁舎建設に関わる

要望書に関してのご質問にお答えいたします。 

  新庁舎建設に関する要望書につきましては、新庁舎建設に対し、町の将来を危惧する立場

から見直しを要望するとの趣旨により提出されました。共同代表の皆様が1,200名余の署名

を集められたことは、新庁舎建設をより多くの町民の皆様に考えていただくという意味で、

大変意義があったものと考えております。建設位置につきましては、以前から私が申し上げ

おりますとおり、議会特別委員会にもお諮りし、議会特別委員会で現在の山村開発センター

敷地が適当であるとの調査報告をいただいており、町政懇談会において町民の皆様にもご説

明申し上げ、大方の理解をいただいているものと考えております。現在の計画どおりに進め

てまいりたいと考えておりますが、庁舎の位置以外の項目については、町政懇談会での意見

を踏まえて基本設計の中ででき得るものについては十分に反映させていただきました。 

  なお、新庁舎建設に関しましては、震災以降、町民の皆様、議会の皆様に幾度となくお知

らせし、あるいはご説明申し上げてきたところであり、私が町長に就任してからも、機会を

捉えては町民にご説明をしてきたつもりでございます。そういった中で、現在進めている結

果となっているものと信じております。 

  それでは、まず１点目、新庁舎の位置の見直しについてですが、先ほども申し上げました

が、新庁舎の位置については、今ここで建設場所まで見直すことになれば、行政の継続性も

さることながら、さまざまな混乱を招くおそれもありますことから、現計画どおり進めてま

いりたいと考えております。現在使用しております馬頭本庁舎、小川庁舎につきましては、

震災から４年５カ月余りが経過し、今後、同規模の地震等においては倒壊等の危険が危惧さ

れるところであり、そういった中で来庁者、町民、職員等の安全を確保することが私の責務

であり、そのような点においても早急に安全・安心な庁舎を整備していかなければならない

と考えております。 

  次に、２点目、建設費及び庁舎の規模と支所機能についてですが、平成27年２月19日開

催の議会全員協議会に基本設計の見直しに至る経過についてご説明申し上げ、見直しを進め

る上での基本条件として３階建てから２階建てにして建築面積の縮小を図ること、２階吹き

抜け部分をなくし、執務室を確保すること、来庁者の待合空間について合理化を図るため、
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コンパクトな中廊下型とすることなど、工事費の削減を前提に基本設計の見直しを図り、６

月４日開催、第８回庁舎建設に係る議員懇談会に見直し後における基本設計の概要について

ご説明申し上げました。 

  また、広報なかがわ７月号でも、町民の皆様にその変更内容を含めた計画の概要とあわせ

て建設費用の縮減計画についてお知らせをしてまいりました。 

  支所機能の充実につきましては、議会特別委員会の附帯意見としても、小川地区の出張所

等の配置と旧水産試験場敷地の利活用が出されており、現在の本庁舎並びに小川庁舎の跡地

利用計画を含め、各方面からの意見をお聞きしながら十分に検討し進めてまいりたいと考え

ておりますので、議員の皆様を初め、町民の皆様の忌憚のないご意見をいただきたくよろし

くお願いいたします。 

  次に、３点目、建設財源についてですが、基金及び合併特例債をおおむね２分の１ずつ活

用することとしております。なお、合併特例債については、新町建設計画に基づき、庁舎建

設財源として活用することとし、償還期間を10年としております。現在の財政状況から判断

し、償還期間10年という短期返済計画が立てられることから、次世代に負担を引き継ぐこと

なく、無理のない返済とさらなる健全な財政運営に努めてまいります。なお、今後とも、財

源につきましてはさらに検討し、有利な財源の確保に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、４点目、八溝材の活用についてですが、町有林の杉材を２階議会棟の柱や梁等の構

造材として、梁は町有林の杉を集成材に加工して活用する計画です。また、内部造作材にも

活用し、木の温かみのある室内環境の整備を考えております。ご質問の全面的な木造建築に

ついては、建設コスト面において無理がありますので、新庁舎の性能要求や法的規制との整

合性を図りながら進めてまいりたいと考えております。 

  最後に、５点目、町内事業者への発注についてですが、災害対応や地域インフラの維持管

理を担う地元建設企業の育成及び地域経済の活性化、地域雇用の促進を図る観点からも、町

内業者への受注機会の確保に努めてまいりたいと考えております。建設請負業者等の選考に

つきましては、技術力や工事期間の遵守を基本に、過去の実績と資本力等を総合的に判断し

て入札参加形態を決定することになりますが、建設資材や物品等の購入をする場合には、可

能な限り那珂川町内業者を利用すること、工事等の一部を下請による施工とする場合は、地

元企業を利用することなど、町内企業の受注機会の拡大についても適切に対応してまいりた

いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

  次に、２項目、事務執行体制の強化に向けた取り組みについてのご質問にお答えいたしま
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す。 

  １点目、責任の所在とそのとり方及び２点目、再発防止対策と職員教育についてですが、

関係職員から当時の状況の聞き取りを行いました。その結果、消費税の取り扱い等にかかわ

る学習機会の不足が原因している可能性が大きいことが判明しました。職員は細心の注意を

持って職務に従事するよう指示したところであり、このような事態を招き町民の皆様にもご

迷惑をおかけしたこと、改めておわびを申し上げます。今後の再発防止対策として、関係職

員の研修会への出席を推進するとともに、同様の事務処理を行う部署同士の横の連携の強化

を図ってまいりたいと考えております。 

  ３項目めの質問については、担当課長から答弁させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大金市美君） 建設課長。 

○建設課長（秋元彦丈君） 佐藤議員の３項目、町道新宿（あらじゅく）線についてのご質問

にお答えいたします。 

  まず１点目、応急処置についてですが、町道新宿線につきましては、観音堂古墳、那須八

幡塚古墳等が点在する吉田地区の国道294号から293号までの延長269メーターの町道であり

ます。現在は、国道294号から約140メーターまでの区間、幅員５メーターから６メーター

にて改良工事を実施しましたが、両側をコンクリート擁壁、側溝にて施工されているため、

雨水等の抜け道がなく、ところどころに水たまりができ不便を来しておりますので、利用者

の利便を図るため砂利等を入れ、不具合を解消していきたいと考えております。 

  次に、２点目、路線変更についてですが、町道新宿線と町道吉田観音後線の接続につきま

しては、連絡する部分に道路はなく、現時点での接続は難しいと考えておりますので、ご理

解願います。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 再質問に移らせていただきたいと思います。 

  町長の親切な説明がありましてあれなんですけれども、また再度お伺いしたいなというふ

うに思っております。 

  この位置条例につきましては、町執行部はいつの時点で気がついていたのか、当初からそ

れを知っていたのかどうかについてお伺いいたしたいと思います。 

○議長（大金市美君） 総務課長。 
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○総務課長（橋本民夫君） 位置条例につきましては、当然庁舎の位置を変更するということ

になりますので、条例の提出は必要であるというふうに考えておりました。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） この地方自治法第４条の条文に記載されている内容をいつわかったの

か、その時点を教えていただければなというふうに思います。 

○議長（大金市美君） 総務課長。 

○総務課長（橋本民夫君） 前任者のときからは気がついていたと思います。私が総務課長に

なってからは当然必要なものだと思っておりました。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 今、前担当の異動前のころからわかっていたということでございます

けれども、昨年の10月の広報、現総務課長はわからないときなんですけれども、そこの広報

に庁舎のレイアウトが載って、そこに馬頭555番地、きちっと明記されております。先ほど

町長の説明の中で、７月号でお知らせしたというところには、その場所等が一切入っていな

いということです。この位置条例の存在について、私も実際ことしの１月まで気がつかなか

ったということでございます。これは考える会の有志のメンバーがいろいろ調査をして調べ

てきた、それと関連して222条の関係についても触れてきたということで、私は再三議会で

早く議決しろ、議決しろと言っておりましたけれども、その位置条例に基づいた議決をしろ

と言っているんじゃなくて、ただ単に議決をしなさいと言っていた記憶がございます。です

からこれ、当然町も今まで一度も位置条例に関しての発言はなされていないわけです。多分、

懇談会の席でその有志の会のメンバーが質問をして、そこでわかってきたのではないかなと

いうふうに考えております。もしわかっていれば、昨年の10月の広報には555番地なんてい

うのは載せなかったというふうに思っております。 

  また、議会の中でも位置条例についての話し合い、そういうものは今まで一切なかったと

いうふうに認識しておるところでございます。それについてわかっていたと思う、これは今

誰もおりませんので推察でしか答弁できないのかなというふうには感じておりますけれども、

実際、わからなかったんではないかなというふうに思います。その中で、予算の執行が、当

然予算は過半数で可決されますから当然執行される。ですから、造成工事とか解体工事とか、

どんどん進められていったと。本来ならば、位置条例とあわせて予算化していくべきもので
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あるんですけれども、予算が先にひとり歩きしてしまったと。それを議会側も追認していく

というような形になっていくんではないかなというふうに思います。今後も、今さらこれを

言っても仕方がないのかなと思うんですけれども、やはりそういう手続上の問題があったか

ら町民有志の考える会というのができて、やはりおかしい、何とかしなくちゃいけないとい

うふうになってきたんではないかなというふうに思います。 

  次に、昨日の益子議員の答弁の中にもありましたけれども、防災機能を充実させるという

ことでございますけれども、防災、何を想定しているのかについて、きのう町長は安全であ

ると安全宣言をいたしましたけれども、何に対して安全であるのか、その内容についてお伺

いしたいというふうに思います。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 私が安全であると昨日答弁しましたのは、ご質問の中でやはり水害と、

そういう文言が出ておりました。それに対して安全である、そのように答弁をいたしました。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 実際、防災を前面に出してくるということは、各市町村の庁舎検討建

設関係の中でも出てきております。特に佐野市の場合は、ちょっと今裁判沙汰になっている

事例もありますけれども、なぜその落札した業者より高い業者を選考したのか、それは防災

機能の整合性を考えてそちらを選んだということなんですけれども、その防災機能、当然町

民も入ってくるということでございますけれども、前の説明会の中でも議場に避難民を受け

入れるというふうな状況に説明がありましたけれども、それで議会のほうも可動式に議員の

席をかえたということになっておりますけれども。実際、議場に避難される方を受け入れた

場合、この緊急の対策会議をどこで開くのか、そういう問題も生じてくるわけです。実際、

その防災本部というのは当然役場になってくるわけですけれども、そこに避難民の方が多く

押し寄せたら、はっきり言って防災活動ができるのかどうなのか、展開できるのかどうか、

私はそれすごく心配しているところなんです。母屋を貸して借家で臨時議会を開くのか、そ

ういうところもやっぱり踏み込んで考えていかなければいけないんではないかなというふう

に考えております。町長が安全だということで、私がこれ以上言うと町長疑っているように

なると思うんですけれども、私はそれを信じたいと思います。絶対これは禍根を残さないよ

うになって私はいただきたいというふうに考えてはおります。何年か後に水害に遭ってしま

ったと、あのとき町長はああいうふうに言ったんではないかなと、そういうことにならない
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ことを私は祈っておきたいなというふうに思うんですけれども、もしそういう危険性がある

ということであれば、きのうの益子議員の中で言いましたけれども、土木事務所はかさ上げ

を行わないというふうに言っていたということでありますけれども、これは安全のためにも

さらにかさ上げの要望を提出してもいいんではないかなというふうに思います。 

  町長がここだという決定した理由、再度お伺いしておきたいなと思いますけれども、よろ

しくお願いします。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 私がここだと決定した理由、これはさかのぼって私が議員の時代に始

まります。25年９月議会に、私も議員の時代にそれまで16回にわたって開催されました議

会の中での検討委員会、ここで２カ所、随分議論いたしました。それで、最後に決をとるに

当たって私は決に従う、このように申し上げました。ですからそれに従っております。それ

で、その後、町長選に出馬させていただきました。その折にも、開発センター跡地、ここに

するけれども、地質調査で安全であるとなった時点で開発センターでいく、このように選挙

中は申し上げておりました。その後、地質調査をしていただいて安全性が確認された、そこ

で決定をいたしました。 

  それと、土木事務所の話も出ましたが、仮に議員さんが土木事務所の方にそのような話を

伺ったとしたら、できればその場でもっとかさ上げできないのかとか、そういう発言もして

ほしかった、そのように考えております。そして、それを町のほうにお届けいただければ、

町のほうから速やかに土木事務所に確認をして要望する、このような対応もとれるかと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） それで、町長、非常に議員時代に検討委員会の中で意見の集約をした

ところ９対６という数字が出ております。これについては、例えば今回の位置条例の議決と

なってきた場合は当然これ否決になるわけですよね、９対６ですから。あと、再三町長も言

われておりましたけれども、町の検討委員会の意向を踏まえてというふうになっております。

町の検討委員会の３分の２の方は水産試験場というくだりがありますけれども、その中で両

論併記という形にされまして、結局最終的には前町長が選んだということでございます。そ

ういう意見を尊重するということであれば当然検討委員会の意見も尊重する、町長の意向じ
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ゃなくて検討委員会の意向も尊重するということであれば当然山村開発センターという話は

出てこないんではないかなと、私は思っているところでございます。この要点も踏まえて見

直しを求めようと思っているわけですけれども、町長の意思も相当かたいというふうに思い

ますけれども、それを最後として伺いたいなと思っております。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 私は検討委員会といいますより町で設置した検討委員会、それに基づ

いて前執行部が決定した、それを議会に提案くださって議会のほうで１年数カ月に及んで議

論した、私は議会の中で議論したその内容を尊重いたしております。ここであそこが、あそ

こといいますか、開発センターの土地が安全でないという言い方、これをされますと、私は

もう安全だと思っていますが、安全でない、このような言い方をされますと、あそこに住ん

でいる住民の方もたくさんいらっしゃいます。その方々にあなた方は安全でないところに住

んでいるんだよ、そういうふうに言っているのと同じかと思います。ですから、私はあの場

所は安全であると、このように考えております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 余りこの点ばかりやっていると時間がなくなりますので、次に移らせ

ていただきます。 

  建設費の高騰の原因、何か。今、国立競技場関係でも騒がれておりますけれども、プロポ

ーザル方式で建築費の上限を設けなかったというのがさっきの町長の答弁の中にもありまし

たけれども、やはりそれが大きく原因しているんではないかなというふうに思います。 

  それと、確かに高騰もあるかもしれませんけれども、町の最初の建設計画は17億円、その

うち用地費が２億、実質建築費関係では15億という予算でございました。ところが、幾ら高

騰といっても10億もはね上がる、これはちょっと、これも見直しをした上での10億ですの

で、さらに金がさが上がっていたんではないかなというふうに思います。実際、この建築費

の見直し、国立競技場の場合は1,000億円を見直した。ところが町では町長もいろいろ努力

されたとは思うんですけれども２億円と、もう少し私は下げられるんではないかなと。その

プロポーザル方式によって設計された金額、設計屋からすればどんどん上げていきたい。デ

ザイン重視でやった、国立競技場もデザイン重視、町もデザインを相当重視したんではない

かなというふうに思います。この点についてどのように考えているか、お伺いしたいなと思

います。 
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○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 当初の17億円から25億円にはね上がった。当然10億円はね上がった、

このように認識をいたしております。しかしながら、当初の計画においてもプロポーザルで

お願いをいたしましたが、その中でも経費の圧縮、これは当初からお願いしている部分であ

りまして、そこからさらに下げるという部分で非常に苦慮した、設計屋さんも町の担当者も

ほとんど連日のように設計事務所と交渉しながら経費の圧縮に努めてまいった、その結果と

してこういう数字が出てきた、それでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 私は国立競技場と同じように先に上限を設けて、それでデザイン等決

めていただくと。那珂川町の場合も上限を決めないで設計屋さんのほうから出されたものに

基づいて審査をした、それに基づいて設計をしたらばこういう金額になってしまったと。当

初からこれの予算で、一般家庭でうちを建てる場合、幾ら幾らの予算でやってくださいとい

うのが、で、こういうふうに中を目いっぱいよくしてくださいというのが本当ではないかな

と。それがお金は幾らでもあるよ、好きにやっていいよというような依頼の仕方がこのよう

な高騰を招いたんではないかなというふうに思うわけです。実際、この25億円でおさめると

きのうの答弁の中でもありましたけれども、本当に25億円でいくのか、絶対超えないという

確約ができるのかどうかについてお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 現在、設計屋さんとお話を詰めさせていただいております。その中で

25億円を超えない、このような形で努力するようにいたしております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 当然この25億円の中にはこれからの支所、出張所になるんですか、支

所か出張所、いずれかできるわけですよね。その場合、その費用はこの25億円の中に入って

はいませんですよね。入っていますか。その点についてお伺いします。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） それは入っていないと認識いたしております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 
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○４番（佐藤信親君） そうしますと、庁舎本体だけで約25億円近い金、ここに外構工事、ま

た解体費用、あと旧本庁舎跡の解体費用を含めていきますと、総額で何だかんだ30億円近い

金がいってしまうんではないかなというふうに思います。ですから、きちっと予算を抑えて

いくべきではないかなというふうに考えます。さらに、町長、設計業者との交渉の中で、こ

の点について25億円以内とするという確約をとれるような依頼の仕方をしていただきたいと

いうふうに思いますので、その点についてお伺いします。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） そのような依頼は以前からずっといたしております。ただそのように

努力する、答弁としてはこれ以上はご勘弁をいただきたい、このように考えております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） これ以上言ってもあれですので、２番目については以上で終わりにし

ます。 

  ３番目の建設財源は基金を主財源として極力合併特例債を抑えることということでござい

ますけれども、先ほど町長はなるべく有利なものを活用するというようなことでございます

けれども、やはり合併特例債はうたい文句のように７割は交付税で算定されると、だから３

割は７割から３割の負担だけで済むんだと。確かに計算してみたらば実際にそのお金が来れ

ばいいことは確かなんです。ところが、来年度から交付税算定替えにより交付税額も年々減

少してくるという中で、また昨日の８月29日に新聞で出ましたけれども、市町村民税県下最

低、県の平均より10％も低い徴収率であると。それと、また限界集落というか、消滅市町村

に限りなく近づいている町と言われている中にあって、借金は極力抑えてなるべく現行予算

の中で反映して運営していくべきではないかなというふうに考えます。確かに交付税も間違

いなく算定しますよという確約がとれるんだったらいいと思うんですけれども、実際どのよ

うな形になってくるか、今後の交付税の配分方法等の中でも考えていかなければいけないん

ではないかなというふうに思います。ですから、先ほども言ったように25億円、なるべく極

力抑えて身の丈に合った庁舎建設をすべきではないかなというふうに思います。その点につ

いてお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤美彦君） 庁舎の財源につきましては、先ほど町長のほうから答弁をい

たしましたように、約２分の１を基金、２分の１を合併特例債を利用してということであり
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ます。合併特例債につきましては、先ほど議員からご指摘ありましたように、起債償還の７

割が交付税算定になります。この額は丸々算定になりますので、下げられるということはご

ざいませんので合併特例債については７割が交付税の算定に全額入っておりますのでそのよ

うな形になっております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 全額入ると、７割。本当なんでしょうかね。ただそれがみんなこれは

合併特例債分ですよ、これは普通の一般財源ですよという形で来ないですよね。合わさって

合算で来ちゃうわけですよね。ですから、幾ら財務省のほうで算定しましたよとかそういう

ふうに言われても、確かに言葉で言えるかもしれないけれども総額ではどうなのかというこ

とになってくると、今度の算定替えによる減額分と合わせて本当に来るのかどうなのかとい

うのは私は確約はできないんではないかなというふうに思います。そういうところで、なる

べく自分の自主財源を活用して借金を残さない、にやっていただければなというふうに思い

ます。でももう実際そういうふうな形で動いているんだろうというふうに思いますけれども、

できる限り財源確保に努めて、合併特例債なるべく使わないようにしていただきたいなとい

うふうに思います。当然本庁舎跡地、更地にした後は何かに必ず活用するということになっ

てきます。そうなれば当然建築費もかかってくる。また認定保育園等も建設しなければなら

ないというようなことでどんどん合併特例債の需要が出てくると思うんです。那須烏山市み

たいに底をつくというようなことがないように、計画的に活用していただければなというふ

うに思います。 

  以上で、３番目を終わりにします。 

  ４番目の八溝材を活用した全面的な木造建築とすることということで、先ほど町長のほう

からも言われておりますけれども、町内誘致企業として木材加工会社も来ております。町の

64％が森林ということでございますので、できる限り町内産木材を活用した庁舎建設にいっ

ていただければなと。あと加工工場も当然町にあります。やはり林業にかかわる産業の活性

化を促進する意味からも、木造による庁舎建設を考えるべきとの要望事項であったと思うん

です。昨日の答弁では考えていないということでございますが、議会としても先進地視察と

いうことで、木造平家でやっている庁舎を見学に視察研修にも行きました。総務常任委員会

のほうでも、埼玉の宮代町まで木造平家の庁舎建設を視察に行ってまいりました。私も当然
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木造平家でいくものだというふうに認識していたわけですけれども、今回その視察が生かさ

れていないということでございます。確かに構造上の問題とかそういうものについては、私

らも素人でございますので余り立ち入ったことは言えませんけれども、今の集成材、相当強

固にできております。地震耐震上も十分耐えられる構造となっています。もう今さら変えら

れないというようなことであるのかどうなのか、そういう点についてもう一度お伺いしたい

と思います。 

○議長（大金市美君） 総務課長。 

○総務課長（橋本民夫君） 先日、益子議員さんのご質問にもお答えをしましたが、オール木

造といいますと経費の面と相反する面が出てきてしまいます。どうしてもオール木造にする

と単価、坪当たり単価も上がってしまいます。そういった中でどの程度八溝材、地元産材が

使えるかという中でその混構造方式という方式が出てきたわけです。今、実施設計をやって

おりますが、設計業者のほうにもできるだけ八溝材を使えるように、限られた費用の中です

けれども使えるように、本物を使うのが無理だとすれば集成材使ったり、それから腰板材を

使ったりと、そういう形でできるだけ那珂川町らしい、木材の町らしい、そういった庁舎を

つくれるように今指示を出しているところです。きのうも益子議員さんにもお話ししました

けれども、実施設計やっておりますので、実施設計ではどのぐらいの木材が使えるのかとい

うのが出てきますので、その時点でまた議会のほうにもお示しをしていきたいと思っており

ます。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 今、町も地域創生に積極的に今取り組んでいるところでございますの

で、地域から元気にならなければ幾ら笛吹けど踊らずになりますので、なるべく地元に活力

があるような木材の活用を考えていただければなというふうに思います。 

  最後になりますけれども、建設業者は地元主体としてということでございますが、先ほど

町長の答弁の中で極力やると。ただ、入札資格審査の条件に合った企業が町にあるかどうか

という点については私どものほうもそこはちょっと把握できないところでございますけれど

も、もし他の大手企業と組む場合、ジョイントとＪＶでも組んで町内企業が参加できる、そ

ういう実績を積むことによって、今後そういう大きな建物をつくれるような建設業者の育成

にもつながっていくんではないかなというふうに思いますので、その点も十分考慮した上で

選考をしていただければなというふうに思います。その点についてお伺いします。 
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○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 発注の方式、いわゆる入札の方法は今検討中であります。一括発注を

するか分割にするか、それからＪＶとか、いろんな方法があろうかと思います。それを現在

やっぱり建設費を少しでも抑える、同じものをつくるのであれば少しでも安く上げる、それ

を第一に考えてまいりたいと思います。その中で地元業者をいかに入れるか、入れられるか、

それを検討してまいりたい、このように考えております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） できればそのように本当にやっていただければなというふうに思いま

す。やはりこの選考過程、どのようにするかということで大体決まってしまうと思いますの

で、なるべくそのような方法でいっていただければなというふうに思います。 

  以上で１番目については終わりにいたしたいと思います。 

  次の事務執行体制の強化等についてでございますけれども、このケーブルテレビ関係の予

算をつくったのは誰かについてお伺いしたいと思います。 

○議長（大金市美君） 総務課長。 

○総務課長（橋本民夫君） 最終的には町長が作成するということになっておりますが、その

基礎資料、それから根拠、それから金額というのはそれぞれの担当課、担当者がつくったも

のでございます。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 当然予算は担当がつくるものだというふうに私も認識しております。

そのつくられた予算をチェックするのは当然課長ですよね。当然課長の段階でチェックでき

なかったということが一つのあれかなというふうに思います。当然課長のチェックを得た上

で副町長、町長の査定という形でいくのが予算の流れかなというふうに思います。課長の職

務というのは当然課の統括をするわけでございますから、全てにチェックしていかなければ

いけないという重責であります。よく民間ではコンプライアンス、よく使われておりますが、

行政では余り使われておりません。なぜかというならば、法令を遵守するのが当たり前であ

るからです。でも今回のように法令が勉強不足、認識不足であったとか、それでは私はおか

しいのではないかなと。前にさかのぼってありますけれども、土地家屋調査士さんに対する

委託料に対する源泉徴収、チェック漏れ、これは関係者に多大なる迷惑をかけたと思うんで
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す。やはりこれ、法令を解釈する能力がないのか、勉強していないのか、そこに尽きるんで

はないかなと。やはりこの役場、行政の中にコンプライアンスが必要ではないかなというふ

うに逆に私は思ってしまうわけなんですけれども、その点についてお伺いしたいというふう

に思います。 

○議長（大金市美君） 総務課長。 

○総務課長（橋本民夫君） 先ほど来、前回の源泉徴収の話が出ましたけれども、これにつき

ましては改めて申し上げておきますが、税務署と各地方自治体の解釈の違いです。誤りでは

ございません、解釈の違いです。今回のは消費税は誤りです。ですので、当然職員が間違っ

た解釈をしていたという意味では職員、それから当然それを管理すべき管理職にも責任はご

ざいます。ということで、起きてしまった事故ではありますが、今後はこういうことがもう

起きないように、当然今、佐藤議員が言われたようにコンプライアンスという部分もありま

すので、そういう部分を十分遵守できるように、またこういう事案が出てきましてからすぐ

に消費税の研修に担当のほうも行かせました。そういうことで対応のほうも速やかに行なっ

ているつもりではございますが、ただこういう事案を起こしてしまったというのは事実でご

ざいますので、この件に関しましては真摯に受けとめてまいりたいと思っております。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） ですから、法令を遵守するということがすごく大切だなというふうに

思います。私らもやはり勉強していかなければいけないなというふうに痛切に感じていると

ころです。当然役場の位置条例関係についても、先にもう少し早目に私らも気づけばよかっ

たし、町執行部のほうでも気づいていただければこういうことがなかったんではないかなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  当然前にも臨時会のときに確認したんですけれども、他の部署ではきちっと研修を受けて

やっていると。事務執行体制上、なぜ情報の共有化ができなかったのかについてお伺いした

いなというふうに思います。 

○議長（大金市美君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤美彦君） 現在、上下水道課のほうで特別会計、同じような形で消費税

の納付がございます。上下水道課につきましては、県内各市町村とも同じような作業があり

ますので、研修会等がこまごまとありますので、そういった研修に参加していたというのが

事実でございます。うちのほうのケーブルテレビ特別会計につきましては、他市町ではない
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ような事業をしておりますのでそういった研修の機会がなかった、その時点で上下水道課と

連携を図ってそういった研修に参加していればよかったというのは今さらながら感じており

ますが、今後はそういった連携を図りながら研修会も同じように参加をする、あるいは作成

の時点で協議を進めていくということを今後はしたいと考えております。ただ当初、初めて

課税団体になったときには、上下水道課のそちらのほうが先に始まっておりますので、そう

いった知識を拝借して申告をした事実はございますが、その起債の償還が始まった時点は途

中になりますので、その時点で気づきが甘かった、認識不足があったということで、そのと

きに連携が図れなかったというのは事実でございます。今後は連携を図れるような体制で進

めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、現在、そういった消費税納付にかかわるマニュアル作成について取り組みを始め

ておりますので、あわせてご理解を願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） 今、課長の説明で大体理解いたしました。この申告に基づく過去３カ

年分の延滞金66万1,600円、これは誰が負担するのか、町の予算で支出するのか、これにつ

いてお伺いしたいと思います。 

○議長（大金市美君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤美彦君） ８月の臨時会でお願いしましたように、町がケーブルテレビ

特別会計のほうから支出をいたします。その財源につきましては一緒にお願いをしました一

般会計からの繰出金ということで、町の財政から出すことになります。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 

○４番（佐藤信親君） これに対する責任というものはとらないという感覚でよろしいんでし

ょうか。私は当然これだけの損失を与えたわけですから、町に。当然何らかの形で弁済をす

べきではないかなというふうに考えますけれども、その点についてお伺いしておきたいと思

います。 

○議長（大金市美君） 副町長。 

○副町長（大森親久君） それでは、私のほうから一連の流れも含めて今の関連について答弁
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したいと思います。 

  本件につきましては、庁議におきまして再発防止のための注意喚起、あるいは一般研修の

ほか、専門研修への積極的な受講、参加を指示したところでございます。また処分につきま

しては、職員の処分及び裁定に関する審査会の意見を尊重いたしまして、このたび「口頭注

意」という処分をいたしました。今後、このようなことのないように厳重に注意したところ

でございます。 

  なお、本件の消費税の関係ですが、質問の通告書にもあるんですが、未納というふうに誤

解をされている方もいらっしゃるようですので申し添えますけれども、今回の場合は本来課

税対象となる金額を誤って申告してしまったということでございまして、申告誤りにことし

７月に気づいた時点で速やかに税務署に赴きまして、過去の申告分も含めて修正申告した結

果、追加納付が発生したというものでございます。決して未納だったというわけではなく、

未納付であったということでつけ加えさせていただきます。またさらに、８月の臨時会のと

きにある程度ご説明申し上げたんですが、そのときに補正額として3,000万円余の損害を与

えたというような感じ方をされた方もいらっしゃったようですけれども、納めていた消費税

が申告誤りにより未納付であったことから今回修正申告したことにより、本来納めるべき消

費税が今年度も含めて3,000万円の金額があったということで、今ご指摘の66万円はその過

去の分も含めた分も今回納めるということで延滞税がついてしまったという経過でございま

す。ただ消費税にも…… 

〔「結論だけで結構です」と言う人あり〕 

○副町長（大森親久君） 時効消滅という期間がありまして、今回のケースですと、納付義務

が発生した５年前と４年前、この２カ年の消費税については時効が成立しまして、２カ年分

は納める対象にならなかったということでございまして、実質今回修正申告により…… 

〔「余り長いんで、66万1,600円どうするかについて聞いているんで

す」と言う人あり〕 

○副町長（大森親久君） 延滞税が生じましたけれども、66万円ですね、時効分と相殺します

と、町に対しての金銭的な損害は与えていなかったのかなということで、改めてその66万円

の支出についての金額のことについてはご理解をいただければなというふうに思っておりま

す。 

○議長（大金市美君） 佐藤信親君。 

〔４番 佐藤信親君登壇〕 
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○４番（佐藤信親君） 長々とご説明いただきありがとうございます。私はこれ延滞金である

んですから損害金にも当たらないという感覚でいるみたいですけれども、何らかの形で私は

弁済すべきではないかなというふうに考えております。 

  あと、再発防止について、職員の教育については、町長を初め、企画財政課長からの説明

もありましたので、そのように密の濃い研修がなされることを期待してこの質問を終わりた

いと思います。 

  最後に、私も「しんじゅく」線と言いましたけれども、新宿（あらじゅく）線でございま

す。これについてはもう過去に平成22年かなと思うんですけれども、そのときにも質問した

んですけれども、穴をあけて砂利を敷いて水がたまらないようにするということでありまし

たけれども、先ほどの建設課長の答弁にもありましたように、ぜひやっていただきたいなと

いうふうに思います。当然あと吉田観音裏線、後線については、文化財地域ということもご

ざいまして、関係課との協議も必要かなと思いますけれども、なるべくあそこをリンクさせ

ることによってやはり周遊コースも完璧になってくるんではないかなと。ただ歩く分につい

ては参道を使えばそれでいいわけですけれども、たまには車で来ている方もおると。駐車場

の周りに今度の砂利を敷いた５メーターから６メーターの町道新宿線を活用できるというこ

とで294を通過する車の交通の妨げにもならないというようなことで危険防止にもつながり

ますので、ぜひそれを早急にやっていただけるようにお願いいたしまして、私の質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（大金市美君） ４番、佐藤信親君の質問が終わりました。 

  ここで休憩いたします。再開は11時15分といたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（大金市美君） それでは再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 益 子 明 美 君 
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○議長（大金市美君） ８番、益子明美さんの質問を許可いたします。 

  益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） ８番、益子明美です。通告書に基づき、２項目について一般質問を行

います。町執行部の建設的な答弁を求めます。 

  まず、生活困窮者自立支援法が施行されてからの町の対応について伺います。 

  平成27年４月１日に生活困窮者自立支援法が施行されました。法律の概要は、生活保護に

至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対し、自立相談支援事業の実施、

居住確保、保険給付金の支給、その他の支援を行うための所要の措置を講ずるもので、必須

事業と任意事業があります。法律の概要にのっとった事業の実施状況をお伺いいたします。 

  １番として、生活保護受給者以外の生活困窮者と言われる層の方は町内に何人ぐらい存在

するのでしょうか。また、実態把握はどのように行われているのかお伺いいたします。 

  自立相談支援事業はどのように行われているのでしょうか。相談内容と件数をお伺いいた

します。 

  就労準備支援事業、一時生活支援事業及び家計相談支援事業、学習支援事業等の任意事業

はどのように行われているかお伺いいたします。 

  子供の貧困対策としての学習支援事業が当町で行われておりますが、子供たちの学力をつ

けることだけではなく、家庭の悩み相談やいろいろな問題が発覚したりする可能性もありま

す。そのような場合には、どのようなバックアップ体制が町としてとれるのかお伺いいたし

ます。 

  ２つ目、高齢者福祉計画について伺います。 

  高齢者福祉計画、介護保険第６期事業計画が策定され、要介護状態になっても一人一人に

合ったサービスの提供が24時間体制で受けられ、住みなれた地域に多様な介護保険施設、地

域密着型サービス拠点が整備された状態を目指すと目標設定をされました。そこで伺います。 

  介護保険施設については、整備が進み、他市町の入所系施設とあわせて特別養護老人ホー

ムの入所待機者が解消されると期待されておりますが、現状はどうなっているのか伺います。 

  施設関係の充実は進んでいる一方、介護職員不足が言われておりますが、現状はどうなっ

ているのでしょうか。その原因をどう捉えているのかお伺いいたします。 

  介護職員充実に向けて、町独自で介護ヘルパーの資格を取る講習会を開催する、もしくは

資格取得のための助成制度を設けてはいかがでしょうか、町の考えを伺います。 
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  新しい総合事業は、これまで全国一律の予防給付として提供されていた訪問介護、通所介

護を町が取り組む地域指定事業に段階的に移行することとし、町は平成29年度までに実施す

るとして準備期間に入りました。どのような考えのもとに、どのような形で準備されている

のかお伺いいたします。 

  高齢化社会においては、健康づくりや介護予防を重視してさまざまな取り組みも行われて

おりますが、真の意味での福祉サービス充実を図るためには、職員の戸別訪問と専門性が重

要になってくると考えます。理学療法士と保健師がペアになって訪問指導や相談を積極的に

行うことが高齢者の閉じこもりを防ぎ、早期対応ができることにつながると考えます。専門

職を積極的に採用することを考えてはいかがでしょうか、町の考えをお伺いいたします。 

  以上、１回目の質問といたします。 

○議長（大金市美君） 町長。 

〔町長 福島泰夫君登壇〕 

○町長（福島泰夫君） 私からは益子議員の２項目、高齢者福祉計画についてのご質問にお答

えいたします。 

  まず１点目、特別養護老人ホーム入所待機者の状況についてですが、特別養護老人ホーム

における入所待機者数については、入所希望者が複数の施設に申請しているため、各市町で

の把握が難しいところから、３年ごとの計画策定時に県が一括して実態調査を行い、各市町

別に実数を名寄せします。第６期計画策定時の平成26年度調査結果では、本町の入所待機者

数は55名となっております。その後、本町では、本年６月１日に定員29名の地域密着型特

別養護老人ホームが開所したところであり、近隣自治体においても多くの特別養護老人ホー

ムが開所し、那珂川町の待機者も入所しておりますので、待機者数は相当数減少しているも

のと推察いたしております。 

  次に、２点目、介護職員不足の現状と原因についてですが、益子議員ご指摘のとおり、介

護施設が多数建設される中、新たな介護職員の確保が難しくなっている現状にあります。町

内の介護施設に聞き取り調査した結果では、介護職員の設置基準は満たしており、不足を生

じている施設はありませんでしたが、設置基準での人数では、実際の現場においてはスタッ

フのローテーションに余裕がなく、より充実したケアが行えないとの施設の意見もございま

した。一方で、設置基準以上の人数を配置し、ローテーションなどを工夫して事故防止や離

職の防止に努めている施設も多く見受けられました。また、介護職員の人材不足の原因につ

いては、身体的にも精神的にも大変な仕事であるにもかかわらず、産業系の平均賃金と比較
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して介護職員の賃金が低いことなどが主な原因と考えられます。 

  次に、３点目、介護職員充実に向けての町独自の講習会の開催や助成制度の創設について

ですが、厚生労働省が平成27年２月に発表した推計値によると、2025年には介護職員が国

全体で約38万人不足し、本県においても約6,900人が不足するとの報告がなされております。

ご質問にありました介護職員の充実については町独自で取り組むものではなく、県や国全体

で取り組む喫緊の課題であり、資格取得に向けての講習会等も大切でありますが、将来に向

けて介護職の重要性や魅力を啓発することも重要であると考えます。 

  現在、県では指定機関において介護員要請研修を実施するとともに、地域医療介護総合確

保基金を活用し、中高生へ向けた介護の仕事の魅力を伝える出前講座や、介護職員のスキル

アップに取り組む事業所等に対しての助成事業等行うなどの啓発活動を行なっております。 

  本町においても、地域包括支援センターを中心として、町内の介護事業所の職員を対象に、

情報交換と職員の交流を目的とした介護事業者ネットワーク会議を各月で開催しており、職

員の資質の向上と離職防止対策等の啓発を行なっております。町といたしましては、県や国

の動向を注視するとともに、これらの施策について、町民や事業者に十分な啓発を行なって

いきたいと考えております。 

  次に、４点目、新しい総合事業に向けた考え方でありますが、寝たきりになっても、住み

なれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療、介護、予

防、住まい、生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を図っていくこと

を基本に考えております。現在の準備状況ですが、平成29年度からのスタートに向けて制度

設計を行なっているところであり、事業全体の量の把握を行うとともに、個々の事業への予

算配分やメニュー構成、実施体制の構築等の検討に入っているところであります。今後は、

事業を開始するに当たって、医療、介護、福祉等の各関係機関と連携して事業内容の充実を

図るとともに、料金の設定や介護事業者との調整に入っていきたいと考えております。 

  次に、５点目、理学療法士等専門職の採用についてですが、現在、要支援、要介護状態の

方でリハビリが必要な方に対しては、介護保険の中で訪問リハビリや通所リハビリを行なっ

ております。平成27年度の介護保険制度の改正においてリハビリ職の関与は重要視されてお

り、新しい地域支援事業の中に地域リハビリテーション活動支援事業が新たに位置づけられ

ました。その活動内容としましては、通所、訪問、地域ケア会議、住民が運営する通いの場

等において、技術的助言を行うこととされております。今後、当町においても、新しい地域

支援事業の中で理学療法士との連携も視野に事業を検討していきたいと考えておりますが、
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町で専門職の採用をして事業を行うよりも、専門機関や介護事業者からの派遣により実施す

ることがより効率的かと考えます。 

  その他の質問については、担当課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 益子議員の１項目、生活困窮者自立支援法施行後の町の体制

についてお答えいたします。 

  まず１点目、町内にいる生活困窮者の人数及び実態把握の方法についてでありますが、生

活困窮者は法律上「現に経済的に困窮し、最低限度の生活が維持できなくなるおそれのある

者」と定義されており、現に経済的に困窮しているか否かは本人の申告によるものであるた

め、所得基準などで一律に把握できるものではありません。また、最低限度の生活であるか

否かについても、本人の申告に基づき、置かれている状況を個別に判断するものであります

ので、人数についてあらかじめ把握するのは極めて困難であります。したがって、実態把握

の方法といたしましては、該当者の申し出以外には民生委員、児童委員等、地域の状況に詳

しい人たちや関係機関からの情報提供により把握することになります。 

  次に、２点目、自立相談支援事業についてですが、自立相談支援事業は、生活困窮者自立

支援法の必須事業の一つでありますが、那珂川町では福祉事務所を設置していないため、県

が事業主体となって本事業を実施しております。県から委嘱を受けた自立相談支援員が週２

回、月曜と木曜日、馬頭庁舎に勤務しており、随時、窓口に来所された方や民生委員、児童

委員、関係機関などから紹介された相談者の対応をしております。相談件数につきましては、

今年度の４月から７月までの新規相談受理件数は８件であり、そのうち２件は生活保護と思

われるケースであったため、那須福祉事務所につなぎ、介護が中心のケースで町包括支援セ

ンターにつないだものが１件、ほかの５件は生活できる収入はあるが、家計相談や家族間の

調整等で相談を続けているものなどであります。 

  次に、３点目、任意事業についてですが、この事業も県が事業主体となって実施しており、

那珂川町を所管している那須福祉事務所に確認したところ、就労準備支援事業及び家計相談

支援事業については、事業は実施しておりますが、現在までのところ事業の対象となる方か

らの申し出はなく、一時生活支援事業については、現在のところ事業を実施していないとの

ことであります。 

  学習支援事業については、平成26年度はモデル事業として県から委託をされている事業者

が町内２カ所を会場としておのおの週１回開催しており、本年度からは本格実施となってお
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ります。事業の利用状況ですが、平成26年度は中学生６名、小学生５名が参加し、今年度に

ついては８月１日現在で中学生３名、小学生５名が利用しております。 

  次に、４点目、学習支援事業における町のバックアップ体制についてですが、学習支援事

業において悩み相談や問題が発覚した場合、まず運営を受託している事業者が初期対応を行

い、事業者で対応し切れない問題については事業者から県に報告し、県で対応するとともに、

必要に応じて県から町に連絡が来る体制になっております。その際、要望や必要性があれば、

相談や家庭訪問を行なうとともに、要保護児童対策地域協議会での対応や、学校教育課との

連携により対処するバックアップ体制をとっております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 再質問させていただきます。 

  まず、生活困窮者自立支援法に関してですが、生活困窮者をどのように実態把握するかと

いうことをお伺いしましたが、なかなかその把握が難しいという実態があるということは理

解できますが、ただ相談員を設置して相談に来る方を待っているだけではなくて、実際相談

に行かれないという方がもしかしたらいるという可能性があると思うんですね。その辺をど

う町として探していくかというのは、県の事業であってもその辺は町として積極的に関与す

ることも必要ではないかという観点からお聞きしたいと思います。法律の対象となる生活困

窮者としては、失業者とか多重債務者、ホームレス、ニート、ひきこもり、高校中退者、障

害が疑われる方、矯正施設出所者などさまざまな人がいらっしゃいますよね。そういった人

をどうやって把握するかということが、待っているだけではなかなかできないということが

ありますが、例えば住民税や上下水道の料金、または給食費の滞納、そういった世帯に生保

ではなくて困窮者となっている可能性があるのではないかというような事案が町として把握

できないのかどうか、１点お伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 今議員のおっしゃるとおり、確かにいろんな公共料金等の滞

納等、あるいは特に低所得者、あるいは非課税者等の把握等につきましては、把握できる部

分は当然あります。特に待っていてはという部分もありますけれども、ただ中に、先ほども

申し上げましたように、本人がまず困っているんだという部分がやはり重要になってくる。

そして、この法律の趣旨でありますとおり、困窮者の自立を支援するという部分であります
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ので、単純に低所得というだけではなかなかできる部分ではないというものであります。一

応その対象になるような範囲の方という形でございますと、例えば昨年からことしにかけて

実施しております臨時特例交付金の受給者、これにつきましては、昨年度の実績ですと

3,270人。それから児童扶養手当、これはいわゆるひとり親等の家庭でありますが、こうい

う方ですと27年、ことしの８月の実績ですと175人。あるいはひきこもり、これ非常に把握

は難しいですけれども、県のほうで子供、若者、ひきこもりの総合相談センターというのが

あります。ただこちらのほうへの相談件数は那珂川町ですと５件というような形で、なかな

かこの辺を把握するのは非常に難しいという部分もありますが、こういう方を一番把握でき

るのはやはり地域の民生委員なり、あるいは関係の機関の方、そういう方からの連絡等が一

番かなというふうに思っております。例えば滞納者等につきましても、滞納指導等を行いな

がら、こういうふうなものがありますよというようなＰＲは今後とも続けていきたいと。も

ちろん広報、あるいはケーブルテレビ、それからインターネット等につきましてはホームペ

ージ等でもお知らせはしておりますが、そういうようなところでの困りぐあいといいますか、

そういうふうなときに直接そういう方たちと接している方にこういうふうなものもあります

よというふうにお知らせできる部分が一番の把握の仕方かなというふうに思っておりますの

で、民生委員等の協議会においてもこういうふうなものの事業が始まりましたということで、

ぜひ地域、相談等があったときには、この辺の部分についてもお知らせくださいというふう

な研修をしております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 課長のお話からは民生委員さんからの情報が一番の頼りであるという

話がありましたけれども、その民生委員さんにどの程度この情報がきちんと伝わっているの

か、先ほど研修をしていただいたというふうな話がありましたけれども、この法律が施行に

なってから民生委員さんへの研修、この情報はどのようにされていて、そこから相談件数に

つながったというのは何件ぐらいあったのかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 民生委員の研修におきまして定例会がございますので、その

中で昨年のモデル事業の時期からこのような県のほうの事業で支援員が町に来ておりますの

で、もしそういうふうな困りの度合い相談があったときにつきましては、町のほうでいます
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ので、ぜひそちらのほうに来るようにというふうな指導をしてくれというような内容の知ら

せをしているというところでございます。具体的な中身につきましては、実際に個々のケー

スがございますので、直接県のほうの委嘱の相談員に来ていただいて中身を相談していただ

くという形でございます。 

  それ以外のものにつきましては、実際にどういうふうな形で相談に訪れたかというところ

の統計まではとっておりませんので、そこまでは把握しておりませんが、やはり広報等で知

ったという方が比較的多いというふうに聞いております。これは対象者そのものがやはり働

けるというふうな可能性の事業でございますので、比較的若い方がインターネットとか広報

とかそういうふうなものを見て訪れるというふうな傾向にあるように我々現場のほうで感じ

ている次第であります。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 民生委員さんには定例会できちんと情報を伝えていただいているよう

なので、そこからまた相談員につながることを望みますが、積極的にやっぱり広報していか

ないと、なかなか直接福祉事務所が那珂川町にあるわけではないので、役場の健康福祉課の

中に相談員さんが設置されていますので、その辺訪問しにくいというところもあるかもしれ

ません。その辺は積極的に広報を続けていただきたいと思います。 

  それで、今のところ週２回相談員さん来ていらっしゃいますけれども、那珂川町としては

それで十分な状況なのでしょうか。この件に関して、同じ県の事業として扱っている那須町

に調査に行きましたところ、那須町では現在週２日のところを10月からは毎日来ていただく

ように要望を出して来ていただくことになったというふうに聞いていますが、那珂川町の現

状はどうでしょうか。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 相談のペースといたしましては、先ほど言いましたように、

４月から現在までで８人程度でございますので、そう多いものではございませんが、ただそ

の日しかおりませんので、そういう意味からすれば、町といたしましても、週のうちなるべ

く毎日できればというふうに考えております。県のほうには要望しておりまして、県のほう

で那須福祉事務所は４町、那須町、塩谷、高根沢、那珂川という４つを管轄しておりまして、

そこに２名の相談員を配置しているのが現状でございます。そういう形で、那珂川町と塩谷
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町がセットになりまして週２日というような形になっておりましたが、県のほうに確認した

ところ、新たなものとして10月からやはり確保できそうだということで、まだ正式ではござ

いませんが、10月からは週４日の勤務になる形がとれそうだというふうな情報は来ておりま

すので、正式な回答が来次第、また広報等でお知らせしたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） それでは那珂川町も同じように10月からは出勤日数をふやしていただ

けるということで、積極的にお知らせしていただきたいと思います。 

  それと学習支援についてなんですが、先ほど人数をお伺いしました町内２カ所、週１回ず

つ行われていますよね。現状、中学生がなかなか来れていない状況があるというふうにお伺

いしています。クラブ活動、部活等の関係なのかわかりませんけれども、中学生となると高

校受験も控えていて積極的な学習支援が必要だというふうに思っていますが、昨年から比べ

ても中学生が減っている、または現在３名登録されているがあまり来られていないという状

況をどのように把握されているのかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 特に、確かに中学生の場合ですと、３年生になればもちろん

進学というのが目前に迫ってまいりますので、そちらのほうにシフトという形でありますが、

対象がいわゆる貧困という形になりますので、どうしても対象者の内容によっては中学生１

年２年のあたりですと部活優先というような部分もありますので、あくまでもこれも希望で

ありますので、対象者に対して連絡を申し上げ、その中から希望で出てきていただくという

ものでございます。そういう中で、これに関しましては、それぞれ対象となる特定者に関し

ましてそれぞれ個別に通知は差し上げておりますが、具体的な内容につきましては非公開と

なっておりますので申し上げられませんが、個別での通知はそれぞれ差し上げておりますの

で、十分周知のほうはなされているというふうに考えております。ただ対象者が学年によっ

て考え方の部分がありますので、それにつきましてはその対象によって、昨年ですと６名の

うち３名が中学３年生という状況でありましたので、その３名につきましてはぜひ高校進学

にというような状況もありますので、そういうような状況であれば、今後とも通知に関しま

しては十分対象者には通知を出しているという形でございますので、それぞれご父兄の方々

につきましてもぜひご利用いただければというふうに考えております。 
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  また利用の状況によりましては、夜間、それから午後というような部分もありますので、

この辺につきましてはなるべく利用しやすいような方向で検討調整したいというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 個別に通知を出しているというお話がありましたが、小学生、中学生

が塾に行きたいような状況にあってもなかなか塾に行けない、勉強したくてもできない、そ

ういった状況を改善する、また世代間の貧困の連鎖をなくすということで始まった学習支援

であります。これに関しては、健康福祉課の所管の事業でありますけれども、学校教育課と

連携しないとなかなか児童・生徒の様子がわかってこないというところがあると思うんです。

周知は健康福祉課のほうからしているから学校教育課、また教育長はこのことをあまりご存

じでないのかどうかちょっとよくわかりませんけれども、またちょっと那須町の例を出して

は申しわけないんですが、那須町はこの学習支援がとても大事な事業であるということを教

育長がみずからしっかり感じ取りまして、各学校の校長に教育長とその担当職員が出向いて

学習支援というものが始まるからぜひ利用してほしいということを説明に行ったそうなんで

すね。そうしたところ、学校の教員、担任の先生を初め、そういった方々が個別に全戸訪問

してその重要性について説いて回ったというふうに聞いています。それでもなかなか利用す

るに当たって保護者の理解が得られないというところもあるというふうに聞いていますが、

やはり実際行って訪ねてお話をされて、それじゃ初めてみようかというふうに思うというこ

とはすごく大切なことだと思うんですね。こういったせっかくの学習の機会ですから、本当

にそういったことを受けられる子供たちに全員に受けてほしいというふうに思っています。

その辺学校教育課、また教育長はどのようにお考えになっているか、この学習支援の必要性

ということを鑑みてどうお考えになるかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 教育長。 

○教育長（小川成一君） 今、那須町ではという話がありましたけれども、うちのほうもやっ

ぱり同じで、校長を通して呼びかけてはあります。ただ、夜となると子供だけでは行けない

ので親が送り迎えをしなくちゃならないという点と、学校の校長の話では。それと、部活等

重なるというところでなかなか人数が集まらないという報告は受けています。でも、これは

健康福祉課だけではなくて、学校としてはこれは学力を保証してやるということは最大の仕
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事ですので、こういうことばかりではなくて、やっぱりそういう機会があるといいかなと思

ってはいます。例えばご存じ隣の那須烏山市なんかはサタデースクールという、10月から毎

週土曜日やっていますよね。ああいうようなもの、大変なお金がかかりますけれども、やっ

ぱり学力の保証というのは学校教育では大切なことですので、ぜひこういうことも含めて支

援してやれたら子供たちは、あるいは親は助かるだろうなとは思っています。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 教育長も学校長に言っていただいたということなんですが、もう一歩

踏み込んで学校の先生たちも戸別訪問していただくなり、例えば親の送迎や部活等の都合が

あるようでしたらそれをどうやって改善できるかということも考えていただかなくてはいけ

ないと思います。那須町では、やっぱり送迎の面でなかなか難しいということが出てきたの

で、送迎の費用をやっぱり県に予算要求をしたそうです。まだ通るかどうかわかっていない

状況ではありますが、そういったことをやはり町として放っておかないで、きちんと県に要

求していく、こういった制度があって受けられるのになかなかいろんな都合で受けられない

という状況があるんだったらそれを改善していくのは町の仕事だと思いますが、那珂川町で

も送迎の件に関してなかなか難しいというものがあるんでしたら、那須町と同じように県に

言って送迎費用を予算請求してくるつもりがあるのかどうかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 費用に関しては、受託会社のほうで送迎まで含めてできるか

どうかということで県のほうに要望しているところでございます。特にこの２カ所でありま

すが、県のほうにつきましては、当初１カ所でお願いしたいというようなことでありました。

ただし、特に那珂川は範囲が広くてなかなか１カ所でやる形では利便が図れないだろうとい

うことで無理を言いまして２カ所にしてもらったというような事情がありますので、でき得

る限り子供たちをその学習機会につきまして利便性できるような形の中で考えてきている形

であります。その中でもある程度の条件、県の事業という中で予算措置のものもありますの

で、引き続き要求はしてまいりたいというふうに思っておりますし、それから先ほど申し上

げましたように、開催時間等につきましてもなるべくできるような、参加しやすいような時

間帯を選んでやっていきたいというふうに思っております。引き続き送迎につきましては、

受託会社のほうで送迎つきのものができる形でどうかということで要求していきたいという
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ふうに考えております。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 事業者のほうで送迎できるということにしても、予算がないと難しい

わけですよ。ですから予算をつけることを県にお願いするというのが大前提だというふうに

思いますので、これは那須町というか那須福祉事務所管内のことですから共同してお願いを

していくというふうにしていただいくということで大丈夫でしょうか、もう一回確認です、

よろしいですか、課長。じゃ、本当にこういった学習支援が多くの子供たちに本当に広がっ

て、きちんと学習を受ける機会が保証できるということが本当に大前提だと思いますので、

その趣旨を踏まえて保護者に説明をして理解を得られるように町も努力していただきたいと

思います。 

  それでは、２つ目の高齢者福祉計画についてお伺いいたします。 

  入所待機者の解消というふうなお話をさせていただきましたが、６月に和見に１つ地域密

着型の養護老人ホームができましたので、その解消に貢献されているのかなというふうに思

っていましたが、そこでの介護職員の不足という話がやはり出てきて、なかなか新しい事業

が始まっているのに事業サービスを展開できないというような状況もあるやに聞いておりま

すが、その辺は把握、どのような感じになっているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 新しく地域密着型の特別養護老人ホームが和見に開設されま

したけれども、８月末現在で13名の入所であります。定員29名でありますので残り16名で

ありますが、これにつきましても９月から10月で満床になる予定だというふうに聞いており

ます。現在、徐々に判定会議、その他におきまして入所を順次進めているというふうに聞い

ておりますので、職員の不足という形よりも申し込みの状況によって順次受け入れていると

いうふうに聞いております。ただ当初につきましては、当然職員のほうもなれていないとい

うふうな状況の中で、職員のほうの研修も含めまして、スキルアップも含めて順次ふやして

いくというような形で聞いております。 

  また、先ほど言いましたように把握は非常に難しい部分ではありますが、全体的に考えま

して55名の待機者のその後を追いましたところ、現在55名のうち29名が入所、それで残念

ながら８名は入所を待ちながらお亡くなりになったという状況でございます。残り待機19名

というような状況でございますので、順次ほかの状況を見ながら今期の中では待機の解消に
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なってくるんじゃないかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 和見の施設では、それでは介護職員の充足は図られる方向で大丈夫だ

というふうに理解してよろしいんでしょうかね。施設においても先ほど町長からの答弁があ

りましたけれども、設置基準を満たしているけれどもスタッフのローテーションに余裕がな

い、もう少し余裕を持って介護職員が当たれると離職防止につながるということもあります

よね。そういった施設の運営に関する介護職員の不足の問題、それともう一つ、那珂川町で

は今後夜間対応型の訪問介護も実施していくという考えを持っていますよね。まるっきりこ

れはないというふうな事業計画ではないと思います。在宅介護の方で24時間対応のホームヘ

ルプサービスがあれば、本当に家にいられるのにと思っている方もいらっしゃると思います。

そういった在宅での訪問介護の充実のためにも、やはり介護ヘルパーの不足というのが挙げ

られているわけですよね。事業者も手を出したいんだけれども、そういった介護職員、ヘル

パーさんが不足しているからなかなか事業に手を出せないと、そういった部分もありますの

で、これは積極的に介護ヘルパー制度の助成制度、または町でそういった資格が取れるよう

なものを考えていくべきであると思いますが、積極的に、町長、町だけで考えるべきじゃな

くて県と連携してと言っていますけれども、町も国も見通しとしてはもうどんどん不足する

というふうにわかっているわけですよね。これからどんどん不足していったらどんどん違う

ところにそういったヘルパーさん、または介護職員が取られてしまうという可能性もあるわ

けですよ。それを先に町として補って充足していく、または他市町からそういった資格を取

るために那珂川町に来ていただいて、那珂川町である程度働いていただく、そういったこと

も積極的に考えていかないと遅れをとってしまいますが、町長としてはその辺どういうふう

にお考えですか。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 益子議員おっしゃる理想の形に近いんではないか、このように考えて

おります。ただ国全体、あるいは県でも将来的に非常に不足する、これはやはり町だけでな

くて国・県、これと連携してやるのが基本かと考えております。ただこの件につきましても

先進的にやったらどうか、このようなご提案でございますので、こういう事例があるかどう

か、またもしあるとすればどのような状況でやられているか、こういう私どもも研修等もし
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ていかなければならない、このように考えております。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） たくさんあるんですよ、こういった事例というのは。というのは介護

保険制度が始まるときに、やっぱり過疎の町村ではそういったヘルパーさんの人数が不足す

るというのが最初からわかっていましたよね。だから町や村主体でそういった認定を取るた

めの講座を開いたり積極的に助成をしていった。町の予算で介護職員を、介護ヘルパーさん

をつくっていったというのがあります。それはもう最初からあるんですよね。そういった制

度をつくっていた先進自治体が本当に包括支援のケアができている、そういった福祉のまち

づくりとして進んでいるところなんです。ですから、那珂川町も先のことを見通して積極的

にここは考えていくべきであると思います。那珂川町、人口減少していますよね。その部分

も他市町から例えばそういった制度を利用して那珂川町でも就職していただくということで

移り住んできていただくということも可能性としては考えられるわけですよ。いろんな可能

性が広がる、介護のためでもありますし、町民のためでもありますし、そして人口増につな

がる施策であると思いますので、しっかりこの辺は調査研究して取り組んでいただきたいと

思いますがいかがでしょうか。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） この制度につきましては、過去にＪＡなんかでも介護に従事する人材

の養成、これはやったとお伺いしております。町でもそういう事例等しっかり検証させてい

ただきたい、このように考えております。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） ぜひ他市町より先にやっていただくのがいいかと思いますので、積極

的な調査検討に入っていただければと思います。 

  それから地域支援事業についてですが、地域支援事業をどういうふうにしていくかという

のは今事業量の把握をしているということなんですが、事業量の把握をしてそれに見合った

財源というのは確保できるのか、それについてまずお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 全体の介護保険の事業費につきましては、６期計画の中で見

通ししたものの中でも配分という形になっております。この新しい総合事業のものにつきま
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しては率が決まっておりまして、今度の実施する前の事業量に比してそのパーセンテージで

事業費が出てくるというような形になってきますので、そういう意味も含めまして現状での

日常生活の総合事業の中の事業をどのように展開していくかという部分が重要になってくる

かというようなものでありますので、それを事前展開として行なった上で実際の率を少しで

も高くとっていきたいなというふうに思っております。全体の事業で従来での訪問介護、そ

れから通所介護の部分、それから新しく始まる緩和した事業、あるいは住民主体でやる支援

等の部分をパーセンテージで割っていきますので、その部分でどの程度の事業費になるかと

いう部分につきましては現在検討中であります。それに見合った部分としての事業を実施し

ていけるように、またなるべくそちらのほうの介護にいかない程度に、さらなる予防のほう

に重点的に事業費を配分いたしまして、少ない事業費の中でも十分効果ができるような方向

性に持っていきたいというふうに考えております。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 今の課長の答弁を聞いていると、財源がなかなか難しくなってきてい

るんではないかと。地域住民の方やボランティアに頼らざるを得ないところも出てくるんで

はないかというような予想がされているようですけれども、新しい支援事業をどこが主体と

なって担っていくのか、それはどういうふうにお考えになっているかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） これはサービスによってでありまして、従来型の訪問介護、

通所介護につきましてはもちろん事業所という形でありますが、新しくできたサービスに関

しましては住民のボランティア、あるいは住民の組織によるもの、それから同じ事業所でも

より軽度といいますか、緩和された事業として担っていただくというような形の中でそれぞ

れ役割分担があります。従来の介護、要支援１、２という中で、通所、それから訪問という

部分というのは、ことしの４月現在ですと大体60名程度なんですね。そういうふうな中で、

今後当然ふえてくるであろうというふうに予想はしておりますので、ただ心配なされている

部分というのは、そういうふうな部分は削られるんじゃないかというふうな部分だと思いま

すが、今回はそういうふうなものではなくて、従来判定して要支援１、２という形での判定

がなされるものに関しては同じように介護保険の中でやっていくという形で、今回はそこに

判定されない方の部分、従来町として予防事業としてやっていた部分のものをそれぞれ細分

化してやるというような形のものでございますので、その辺のものに関しましては、今まで
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自主的にやっていたサロン事業等の理解、あるいは町のほうで直接集めていた転ばん教室等

の事業、そういうものに関して移行をして事業所のほうに一部委託する、そういうふうなも

ので実施していきたいというふうに考えております。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 私の中では要支援１、２の判定をされた方々が介護サービス、または

通所サービスを受けられるということは理解しているんですけれども、そのほかの予防事業

というものが一体どこが主体となってメインになっていくのか、介護ボランティアの育成を

されていますけれども、そういう方たちにお任せするのか、それとも事業所さんになかなか

財源がないんだけれどもボランティアのような形でお願いしていくのか、そこの問題だと思

うんですよ。介護予防、一番大切な部分であると思うんですね。そこの財源が減らされると、

本当に先に介護になってしまうという状況が出てきてしまうという心配がありますので、そ

こをいかに担保していくのか、町としてどういうふうに考えているのかというところをお伺

いしたかったんですけれども、介護ボランティアさんの育成をされているので、当然その方

たちにある程度のお願いをしていくのかとも思うんですが、ボランティアさんたちにこうい

った肩がわりをさせるというのは、いろんな問題で責任が転嫁されてくるとすごく大変にな

ってくると思うんですね。その辺も含めてどういうふうに考えているのかお伺いいたします。 

○議長（大金市美君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（小川一好君） 那珂川の場合ですと、より積極的に直営で実施している部分

が多かった部分であります。転ばん教室等でハイリスクの方を集めていわゆる要支援等にい

かないような直接的な事業、15回継続で前後期２回やっているような事業を現在も実施して

おりますが、そういうふうな部門をボランティア等にお願いし、あるいはやはり中心的にな

ってくるのは専門知識としての指導者の部分もありますので、そういうふうな部分につきま

しては専門機関からの派遣という形で中心になっていただいて、今までは直営で実施してい

たそういうふうな教室等を各サロン等で実施していくということで、地域にそれぞれ分散し

ながら中心になって指導する方を派遣し、なおかつその運営をボランティアでお願いすると

いうような形で、より広く多く実施していきたいと。今まではどちらかというと町の施設に

集めて実施していたものを、それぞれ各地域のほうに分散し、お願いし、より広くやってい

きたいというような形の部分が一つでございます。さらに新しくこの後、今回のものであり

ますと認知症の問題、あるいは先ほどから出ております24時間365日の介護と、そういうふ
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うなものの実現に向けての推進等も事業の中に出てまいりますので、そういうふうな方向で

町のほうの力については重点的に持っていきたいというような形で考えています。 

○議長（大金市美君） 益子明美さん。 

〔８番 益子明美君登壇〕 

○８番（益子明美君） 誰がというところではその中心人物となる専門的な方を派遣して、誰

と連携してというとボランティアの研修を受けた方が中心となって活動拠点を明確にして、

要するに地域、地域に拠点を置いて、そしてエリアを明確化していくということが大事なの

かなというふうに、そういうふうに捉えさせていただきましたけれどもよろしいでしょうか。

その辺は積極的に介護予防という重要性を鑑みて進めていただきたいと思います。 

  それで、私が最後に専門職を、結構私いつも行革の部分で職員減らしているのに、例えば

スクールソーシャルワーカーが必要だとか専門職が必要だとかと毎回言っているんですが、

やはりそういった福祉とか教育とか専門的に手をかけなくてはいけない部分には専門職員の

配置というのは非常に大事であると思うんですね。それが行く行くは財源の流出を防ぐとい

うことにつながっていくと思うんですよ。高齢化社会に向けて健康づくり、介護予防を重視

するというところからすると、私としてはリハビリなんかに精通している理学療法士さんと

いうのは中心人物になって活躍していただかなくては困る、そういった方が町にいれば、保

健師と一緒になって戸別訪問ができますよね。現在乳幼児の戸別訪問はされておりますが、

高齢者のひとり住まいの方とか健康な方はそれも必要ないのかもしれないんですが、健康な

うちにやっぱり戸別訪問をして問題点の改善に早急に努めなくてはならないというふうに思

っています。それなので、専門的職員が必要だというふうに、いつも決算のときに高齢者宅

の戸別訪問について聞くと、保健師の仕事は大変で、さまざまな事業があってそれどころで

はないというような状況があるんですよ。だからそこを改善していくにはマンパワーを充足

させていく、それが必要というふうに考えています。 

  理学療法士と保健師さんが一緒になって戸別訪問している自治体では、いろんな効果とい

うのが見られるわけですよね。訪問指導しているうちに認知症とかの早期発見につながった

り、あと膝を痛めたりすると外出がおっくうになって結局膝が痛い、閉じこもって認知症、

寝たきりといった悪いサイクルが見られるという、それを早期に改善できるという効果が得

られています。ぜひそういった理学療法士並びに保健師さんの充足を図っていただいて、真

の意味での高齢化社会に対応した那珂川町、本当に幸せな暮らし、生活を支援していける高

齢福祉社会をつくっていただきたいと思います。最後に、町長のお考えをお伺いして終わり
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にしたいと思います。 

○議長（大金市美君） 町長。 

○町長（福島泰夫君） 私の考えは、先ほど健康福祉課長が答弁申し上げましたとおりで、私

の考えとして答弁をしていただきました。理学療法士、この重要性、私も認識いたしており

ます。それで、当面町で直轄で来ていただくよりも、やはり専門機関、それから事業者等か

らの派遣、これを当面考えてまいりたい。その後、本当に需要が非常に多い、常勤でいなけ

ればいけない、このような状況になったときにはまた考えさせていただきたい、このように

考えております。 

○議長（大金市美君） ８番、益子明美さんの質問が終わりました。 

  以上で一般質問を終了いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（大金市美君） 以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご起立願います。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 零時１５分 

 


